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今冬の除雪体制今冬の除雪体制
◆今冬の国道の除雪は、延長約６,６２０kmを除雪するため、１４９基地、１，０２８台の除雪機械により、
これまでと同様 万全な体制により実施しますこれまでと同様、万全な体制により実施します。

建設部別延長、基地数、除雪機械配置計画（Ｈ23）
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742,731
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大雪等に関する取り組みに大雪等に関する取り組みについてついて

関係機関との連携強化（広域）関係機関との連携強化（広域）【【継続継続】】関係機関との連携強化（広域）関係機関との連携強化（広域）【【継続継続】】

○昨冬前半の降雪状況を受け、関係機関の情報共有・連携強化を図るため、
緊急的に「連絡会議」を立ち上げ 豪雪時の対応について確認 共有しました

■ 関係機関の幹部による「連絡会議」を開催し、
今冬の各機関における除雪体制･方針等を確認･共有します。

○構成メンバー
・北海道開発局長
・北海道

建設部土木局長
緊急的に「連絡会議」を立ち上げ、豪雪時の対応について確認・共有しました。
・情報の相互共有 ⇒ 関係機関の被災状況、防災体制等を共有化
・除雪作業等の連携 ⇒ 大雪時等の関係機関相互連携及び市町村への支援
・道民への呼びかけ ⇒ 立ち往生に備えた留意事項の呼びかけ等

・札幌市
建設局雪対策室長

・NEXCO東日本北海
道支社

管理事業部長

第２回連絡会議（H23.1.20）

関係機関との連携強化（12地域）【継続】

今冬も引き続き「連絡会議」を開催し豪雪に備えます。

関係機関との連携強化（12地域）【継続】

■道路災害の被害拡大の防止を目的とした地方道路防災連絡協議会において、
豪雪時対応が円滑に進むよう、実務レベルで各地域の課題や情報共有･連携体制等の意見交換を実施します。

名称 開建

○地方道路防災連絡協議会について

平成８年の豊浜トンネル崩落事故等を受け
て、道路災害の防止及び災害発生時の被害

拡大を防止するため、地域住民・道路利用者

名称 開建

後志地方 河川・道路防災連絡協議会 小樽

渡島・檜山地方 道路防災連絡協議会 函館

網走地方 道路防災連絡協議会 網走

十勝地方 道路防災連絡協議会 帯広

○道路防災連絡協議会の事務内容

・地域防災協力体制の整備
・災害時等の情報伝達の充実
・地域の防災意識の高揚
・その他、道路防災の必要事項に関すること

○豪雪に関する意見交換内容
・除雪機械貸出支援体制の整備
・臨時雪堆積場の設定

拡大を防止するため、地域住民 道路利用者
等の地域防災関係機関、道路管理者の3者
が互いに連携・協力しながらそれぞれの役割
を果たす「地域防災パートナーシップ」の構

築に取り組むこととして、現在１２地域に「道
路防災連絡協議会」が設立されております。

日高地方 道路防災連絡協議会 室蘭

釧根地方 道路防災連絡協議会 釧路

留萌地方 道路防災連絡協議会 留萌

上川地方 道路防災連絡協議会 旭川

その他、道路防災の必要事項に関すること

臨時雪堆積場の設定
・情報連絡本部設立についての検討
・豪雪時を想定した防災訓練、演習の実施 等

議
胆振地方 道路防災連絡協議会 室蘭

空知地方 道路防災連絡協議会 札幌

石狩地方 道路防災連絡協議会 札幌

宗谷地方 道路防災連絡協議会 稚内 3



一般利用者への道路情報の提供の充実一般利用者への道路情報の提供の充実

インターネットや携帯電話による道路情報提供インターネットや携帯電話による道路情報提供【【継続継続】】 「道民への呼びかけ（広報）」の実施「道民への呼びかけ（広報）」の実施【【継続継続】】「道民への呼びかけ（広報）」の実施「道民への呼びかけ（広報）」の実施【【継続継続】】

■北海道地区道路情報による道路情報提供
・インターネットで国道・道道の通行止め情報や、峠の画像、気象
情報を提供しています。

■ 雪道に関する注意喚起を行います
・関係機関と連携し、ホームページへの掲載や道の駅等において
チラシ、パンフレット等を配布する予定です。

▲H16.1月道東地方豪雪

 

民間等と連携した雪みち情報の提供民間等と連携した雪みち情報の提供【【継続継続】】

国道通行止め

パソコンアドレス
http://info road hdb hkd mlit go jp/index htm

▲国道230号の静止画像

▲冬道ドライブの心構え ▲気をつけて冬道運転 ▲なだれに気をつけて

・コンビニエンスストアやガソリンスタンドなどと連携し、冬期の道路気
象情報や通行止情報、運搬排雪情報等を迅速に提供します。

通行止 i  ＦＡＸ 掲示

■一斉FAXによる国道連絡所への情報提供
http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/index.htm
携帯電話アドレス
http://info‐road.hdb.hkd.mlit.go.jp/m/
またはQRコード ▲ＱＲコード

通行止めが発生 ！ 開発建設部等が
情報をＦＡＸ

・事前登録をした利用者へ通行止め発生時に自
動メール配信による情報提供サービスを行って
います。

■通行止め情報の携帯メール配信サービス

▲ガソリンスタンドと連携

います。

▲掲示しているパネル
▲ガソリンスタンドと連携

した 国道情報連絡所

・コミュニティＦＭとの連携により、雪みち情報提供をします。

■地域FMとの連携による道路情報の提供
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「北海道地区「北海道地区 道路情報」「通行止め情報メール」の利用状況道路情報」「通行止め情報メール」の利用状況

■「北海道地区 道路情報」「国道の通行止め情報メール配信サービス」ともに、
認知度の向上とともにアクセス数 登録者数が増加しています

H23.3.11東日本大震災H22.2.27南米チリ沖地震

H22.8豪雨 H23.9豪雨

認知度の向上とともにアクセス数・登録者数が増加しています。
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除排雪の取り組みについて（平常時）除排雪の取り組みについて（平常時）
◆今年度の除雪は、地域の実情を踏まえてきめ細かに実施します。
◆コスト縮減の取り組みにあたっても 道路利用者のニーズを踏まえた重点区間の作業などメリハリを付けた維持管理を実

新雪除雪

◆コスト縮減の取り組みにあたっても、道路利用者のニ ズを踏まえた重点区間の作業などメリハリを付けた維持管理を実
施します。

■気象条件や交通状況等地域の実情を踏まえて、適切なタイミングで実施します。

▶ 5cm～10cm程度の降雪量を目安として、気象条件、交通状況等を勘案し実施。
▶ 吹き溜まりや降雪状況を勘案し、道路交通に支障をきたすおそれがある場合には、5cm未満の降雪でも出動
し立ち往生車両の発生を防ぎます。

運搬排雪 ■気象条件や道路構造によっては通行に支障のない範囲で、部分排雪をする区間を設け、効率的に実施
します。

▶ 大規模な渋滞の発生により都市機能の著しい低下が見込まれる地域については、最初の排雪作業では、

雪山すべてを除去し、大雪に備えて堆雪スペースを確保します。
▶ 融雪期や路肩・歩道幅が広い区間については、気象状況を踏まえ、部分排雪することにより、コスト縮減を図
ります。

■路面状況の変化が著しい初冬期は、きめ細かな凍結路面対策を実施します。凍結
防止剤

  
▶ 20g/m2程度を目安に対象区間の状況に
応じた散布量を適切に設定します。
▶ 初冬期においては交通安全に配慮してきめ

市街地の交差点前後の箇所に重点散布市街地の交差点前後の箇所に重点散布
曲線半径の急な箇所

日陰部

曲線半径の急な箇所

日陰部
▶ 初冬期においては交通安全に配慮してきめ
細かな散布を実施します。
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除排雪作業の効率化、地域との連携協働除排雪作業の効率化、地域との連携協働

運搬排雪の時間帯の変更の取組み 【新規】 地域ボランティアの協力による道路管理の取組み【継続】運搬排雪の時間帯の変更の取組み 【新規】

運搬排雪の作業時間帯を地域の実情や交通状況を勘案し、一部の区
間において夜間作業から昼間作業への変更を検討します。

冬期の安全な歩行空間確保や、景観維持のため、地域住民グループ等
の協力を得て、除雪や流雪溝への投雪、歩道の砂まきなどを行っていただ
きます。

地域ボランティアの協力による道路管理の取組み【継続】

■つるつる路面対策としての砂まき

道路利用者や地域ボランティアの協力により、つるつる路面への砂ま
きを行っていただきます。

路肩グルービングによる凍結抑制の取組み 【継続】

夜間作業 昼間作業

路肩部の縦グルービング整備によ
り、雪解け水が路面へ流出し凍結
するのを防ぎ、凍結防止剤の散布
回数や散布量の抑制を行います。

【地元の高校生によるバス停の砂まき】

■流雪溝への投雪

【歩行者用砂箱】

■流雪溝への投雪

高齢者や空き地等、流雪溝への投雪がされてない箇所で、地域ボラ
ンティアの協力により投雪を行っていただきます。

グルービング対策箇所

グルービング箇所の状況

■道路景観確保のための除雪

流氷を眺めながらのドライブが楽しめ
るように、ウトロの地域住民ボランティ
アが中心となり、歩道柵の除雪を行っ

雪堆積場の確保 【継続】

道路脇に積もった雪山の除去は、運搬
にかかる費用が大きいため、近傍の公 が中心となり、歩道柵 除雪 行

ていただきます。
にかかる費用が大きいため、近傍の公
共空間など空きスペースを活用して、
運搬距離を短縮し、コストの縮減に取
り組みます。

雪堆積場 ＶＳＰによる除雪 7


